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令和2年 4月 第17代校長に吉川はる奈教授就任
令和４年3月 B棟校舎大規模改修工事完了
令和４年10月 開校50周年記念式典を挙行、タイ

ムカプセルの開封、記念誌の発行
令和５年3月 C棟校舎大規模改修工事完了
令和５年4月 第18代校長に石川泰成教授就任
令和６年3月 A棟校舎大規模改修工事完了
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1　学校教育目標

　本校は、保護者とともに知的障害のある児童生徒の自立と社会参加をめざし、生活に即した学習や体験的
な学習を通し、一人一人のもてる力を最大限に発現させることによって、社会の主体としてたくましく生活
できる子どもを育てるために、下記の通り学校教育目標を設定する。

＜学校教育目標の設定にあたって＞
　自己実現を「持てる力を最大限に発揮し、さらに高めようとしながら生き生きと生活する姿」と捉え、児童生徒の夢、
将来像を大切にし、意欲を育む教育を実践しながら、かけがえのない人生を形成する力を育むことを目指す。
　「物事に積極的に取り組む」には、主体的、積極的にあきらめずに取り組む姿が反映されている。また、「生き生き
と社会生活できる」には、心身共に健康で、様々なかかわりを大切にしながら生活するという意味を込めている。
　社会生活のできる児童生徒の育成にあたり、基本的生活習慣や生活技能の習得に加え、社会のきまりやマナーを
理解して行動すること、周囲の人と協力するなど人とのかかわりや社会性を含めた学習をすることで、一人一人の
自立と社会参加を目指していく。
〈将来像〉
　児童生徒一人一人の将来の姿を考えることで、将来を見据え、自立と社会参加を目指した教育を行う。
　一人一人の児童生徒が、自分の力を最大限発揮して、家庭、職場、余暇、それぞれの生活の場において、生き生
きと生活し、「自己実現している23～ 25 歳の将来の姿」を、児童生徒本人、保護者、教員が共有することで、学校
教育目標の実現を目指していく。

自己実現を目指して物事に積極的に取り組み、
生き生きと社会生活のできる児童生徒を育成する

2　学部教育目標

小学部

　小学部の児童は生活年齢による経験の少なさから興味関心の幅が狭い傾向がみられる。よって、教員は、児
童の障害や発達の実態、興味関心を的確に把握し、様々な物事にすすんで取り組めるような教育活動を展開す
ることが重要である。そのため、意図的に生活に即した学習や体験的な学習を組み込み、児童がその興味関心
に基づきながら、伸び伸びと遊んだり、学習や運動に生き生きと取り組んだりすることができるようにしてい
く。
　また、小学部では、発達上、生活上の課題を改善・克服することのみならず、児童の好きなことや得意なこ
とを活かしながら、「よさ」を伸ばしていく視点も大切にしていく。それは、小学部の児童が、もてる力を最大
限に発揮し、自己実現する上で必要な要素である。
　様々な興味関心のもてる学習活動を展開する中で、物事にすすんで取り組む意欲、身辺自立に向けた力、心
身ともに健康な生活のできる習慣や力、周囲の人と共に生活していくための基礎的な態度や技能、それらを支
える認知やコミュニケーションの力の育成をめざしていく。さらに、成功経験を積み重ねて自己肯定感を高め、
将来を豊かに生きる力につなげていく。

集団の中で生徒一人一人に応じた適切な教育を行い、
豊かな体験の積み重ねの中で、生徒一人一人が自分の力を発揮し、

生活を自らの力で拡げようとする生徒を育成する

　小学校・小学部での 6 年間の学びを経た生徒は、中学部に進学する頃には、興味や関心の幅が広がり、自分
の考えや意思を表現する力が育ってきている。また、これまでに多様な集団活動を経験していることから、中
学部の3年間は、自ら興味を広げ、意欲的に取り組む姿が期待できる時期である。
　中学部では、教員や友人に限らず、学級や学部といった集団の中でも、自分の力を発揮できるようになる。
また、学校外での豊かな体験を重ねることにより、関心の幅がさらに広がり、積極的な姿勢が育まれることも
期待される。
　生徒によって集団との関わり方は異なるが、仲間と共に体験を重ね、集団の中で力を発揮することを通して、
自らの生活を広げていくことが、中学部教育の基本であると考える。その考えに基づき、上記の学部目標を設
定した。

中学部

一人一人の実態に応じた生活に即した学習や体験的な学習を行い、
さまざまな活動に興味関心をもって生き生きと取り組む生徒を育成する

　令和４年度より施行された特別支援学校高等部学習指導要領では、学校の教育活動を進めるに当たって生
徒の生きる力を育むことを目指すものの１つに、「基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これ
らを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学習に取り
組む態度を養い、個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努めること。その際、生徒の発達の
段階を考慮して、生徒の言語活動など、学習の基盤をつくる活動を充実するとともに，家庭との連携を図り
ながら、生徒の学習習慣が確立するよう配慮すること。」としている。
　社会に出る直前の段階にあたる高等部という特徴、学習指導要領、社会の現状、学校教育目標を踏まえ、
高等部では上記の教育目標を設定し、個々の障害の程度に応じながら目標の達成をめざすことで、生きる力
の育成に取り組む。

高等部

　中学校（部）までに身につけた力を基に、
生徒一人一人の卒業後の家庭・職場・余暇の場における生活を見据え、
個性を活かして社会の中で主体的に生活できる生徒を育成する

「主体的に　対話的に　深く学ぶ子」

3　目指す子ども像とつけたい力

なかよくする子
対話的に生活にかかわる力主体的に生活にかかわる力

がんばる子小学部

主体的に学習に向かう力
自ら取り組む生徒中学部

社会性のある生徒
社会の中で活かす力主体的に学びに向き合う力

自ら学ぶ生徒高等部

ひろげる子
学びを生活に活かす力

ともに学ぶ生徒
対話的に学習する力

ひろげ、挑む生徒
学びを拡げ、深める力

挑み、磨く生徒
自分らしい生き方を創る力
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ながら、生徒の学習習慣が確立するよう配慮すること。」としている。
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自ら取り組む生徒中学部
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4　教育課程の基本的な考え方

5　各指導形態において主に扱う教科等の指導内容

　知的障害のある児童生徒の学習上の特性として、学習によって得た知識や技能が授業場面や他の生活の場
で応用されにくいことや抽象的思考の苦手さがある。また、成功体験の少なさ等から主体的に取り組む意欲
が十分に育っていない場合がある。
　このような児童生徒の学習上の特性をふまえ、本校では「教科等別の指導」のほか、特別支援学校学習指
導要領に示された知的障害特別支援学校各教科等の目標・内容を、学校教育法施行規則や学習指導要領に則
った指導形態である「各教科等を合わせた指導」に再編成して指導している。これは本校において「総合学習」
あるいは「生活総合学習」として受け継がれてきた考え方に基づいたものである。
　本校ではこの「各教科等を合わせた指導」の特長である児童生徒の生活（学校生活や社会生活）に結び付
いた具体的で体験的な学習活動を通して、「自己実現を目指して物事に積極的に取り組み、生き生きと社会
生活のできる児童生徒を育成する」ことを目指した教育課程を編成している。

　各教科等の指導内容は、「各教科等を合わせた指導」や「各教科等別の指導」それぞれの指導形態の特長
を生かして再編成し、学校生活の文脈の中で各教科等の内容を効果的に学習することができるように関連性
をもたせて指導している。
　各指導形態において主に扱う教科等は次の表のとおりであるが、児童生徒の興味関心や学習単元の展開等
により効果的に指導できるよう関連をもたせて柔軟に取り扱っている。
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その他
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日常生活の指導
（荷物整理・着替え・係活動・朝の課題・遊び・朝の会）
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（8 : 50 - 9 : 10）

（13 : 50 ～ ）おべんきょうタイム
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（～13：50）
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1　令和７年度の重点事項
①自立と社会参加に向けた学習指導の充実 【教育支援の充実】
②安全で安心、効果的な教育環境づくり　 【教育保障のための環境整備】
③各教員の専門的指導力の向上　 【指導実践力の向上】
④保護者・地域と連携した特別支援教育の推進 【特別支援教育の推進】
⑤働きやすさの実現　 【教員の働き方改革】
⑥教育プログラムの開発と教育・研究活動の発信 【大学附属学校園の使命】　

2

部

小
学
部

職　名 氏　名
石 川 　 泰 成
柳 澤 　 真 美
大 崎 由 香 里
加 門 　 直 也
須 田 　 　 淳
三 浦 　 光 里
佐 藤 　 　 孝
宮 川 千 砂 子
荒 木 　 魁 斗
吉 野 　 時 緒
木 皿 　 　 優
谷 内 田 　 怜
佐 藤 　 賢
福 谷 ち づ る  
野 口 　 千 慧
長 谷 川 秀 丸
鈴 木 　 健 太
福 士 　 夏 実
柳 瀬 　 貴 之
石 塚 　 里 沙
関 根 　 貴 博
佐 藤 　 優 悟
平 田 　 祐 也
鈴 木 　 隆 生
渡 部 真 由 子
峯 岸 　 　 誠
山 下 　 倫 大
外 山 　 小 織
丸 山 　 　 碧
茂 木 　 絢 美

有 井 　 晴 美  
岩 渕 　 　 睦
花 岡 　 　 悠
小 宮 　 友 里  
永 嶋 麻 紀 子
小 澤 木 綿 子
早 坂 　 真 琴

校　長
副校長
主　事

1組担任

2組担任

3組担任

中
学
部

主　事

1年担任

2年担任

3年担任

高
等
部

主　事

1年担任

2年担任

3年担任

学部付
教務主任
進路指導主事

事
務
室
等

事務主任
事務補佐員
事務補佐員
事務補佐員
用務員
用務員
給食室
給食室
警備員

田 部 井 直 美
荏 原 三 枝 子
滝 澤 亜 矢 子
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将 田 　 紀 子
髙 橋 　 憲 司
梅 田 　 尚 子
小 暮 　 美 加
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星 野 眞 二 郎
荒 木 　 洋 子
山 田 　 　 徹
栗 原 　 道 恵
滝 本 　 正 子
岡 野 　 良 知
佐 藤 　 順 恒
浅 見 千 嘉 代

校外宿泊学習（高 1・2）

宿泊学習秩父
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情報ホームページ

施設備品

会計

◎石塚職員厚生

◎茂木　大崎　谷内田

◎石塚　宮川　外山

◎須田　長谷川　渡部

◎鈴木健　◎峯岸
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・研究協議会　令和７年12 月13 日（土）開催（予定）
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及び

3

I
II

その他　教育学部・教職大学院との連携協力

令和７年７月１日（火）
令和７年７月 17日（木）、８月 25日（月）

前期①令和７年５月13日（火）、②令和７年６月６日（金）、③令和７年６月21日（土）
後期　令和７年12月５日（金）

　入学希望者には、本校の様子を見学後、受検を含めた就学に関する相談を随時行っている。また、見学の
機会として、5・6月と 12月に学校公開日を設けている。
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埼玉大学教育学部附属

特別支援教育臨床研究センター
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